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若
衆
山
車
が
勇
壮
に
練
り
歩
く

真
壁
の
伝
統
的
な
町
並
み
で「
真
壁
祇
園
祭
」開
催

■主な内容■
●●❷ 名誉市民に 3 氏が決定　●❸ 子ども議会開催
●●❻ ごみの出し方／不動産公売
●⓬ 桜川市子ども会球技大会
●⓭ 元気なまちづくり vol.33
●⓰ 市制施行 10 周年記念式典・市民祭開催／
　 年長さんご紹介



◆
故 

平ひ
ら

間ま 

小こ

四し

郎ろ
う 

氏

◆
中な

か

田た 

裕ひ
ろ
し 

氏

◆
飯い

い

島じ
ま 

輝て
る

信の
ぶ 

氏

　

平
間
氏
は
、
昭
和
46
年
に
真
壁
町
議
会

議
員
に
当
選
、
以
来
11
年
２
か
月
に
わ
た

り
、
真
壁
町
の
産
業
経
済
の
発
展
は
も
ち

ろ
ん
、
教
育
文
化
の
向
上
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
58
年
１
月
に
真
壁
町
長

に
当
選
、
以
来
６
期
22
年
８
か
月
に
わ
た

り
在
職
し
、
登
録
文
化
財
制
度
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
類
い
稀ま

れ

な
指
導
力

を
発
揮
し
て
町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
の
岩
瀬
町
・
真
壁

町
・
大
和
村
と
の
合
併
に
際
し
ま
し
て
は
、

合
併
協
議
会
の
会
長
の
職
に
あ
り
、
協
議

を
重
ね
る
過
程
に
お
い
て
、
町
村
間
の
信

頼
関
係
の
醸
成
に
取
組
み
、
ま
た
、
大
局

に
立
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ

る
と
と
も
に
、
合
併
協
議
会
の
あ
ら
ゆ
る

局
面
で
尽
力
さ
れ
、「
桜
川
市
」
の
誕
生

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
氏
は
、
平
成
４
年
に
岩
瀬
町
議
会

議
員
に
当
選
、
以
来
２
年
９
か
月
間
に
わ

た
り
岩
瀬
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
７
年
１
月
か
ら
４
年
間
茨

城
県
議
会
議
員
と
し
て
、
さ
ら
に
、
平
成

14
年
６
月
か
ら
は
岩
瀬
町
長
と
し
て
、
３

年
３
か
月
在
職
し
、
町
政
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
の
岩
瀬
町
・
真
壁

町
・
大
和
村
と
の
合
併
に
際
し
ま
し
て
は
、

合
併
協
議
会
の
副
会
長
の
職
に
あ
り
、
町

村
間
の
信
頼
関
係
の
醸
成
に
取
組
む
と
と

も
に
、
住
民
へ
の
協
議
内
容
の
周
知
徹
底

を
図
る
な
ど
「
桜
川
市
」
の
誕
生
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
17
年
10
月
に
桜
川
市
の

初
代
市
長
に
就
任
後
、
２
期
８
年
に
わ
た

り
在
職
し
、
多
方
面
に
わ
た
り
市
政
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
氏
は
、
昭
和
46
年
に
大
和
村
議
会

議
員
に
当
選
、
以
来
13
年
７
か
月
に
わ
た

り
、
大
和
村
の
産
業
経
済
・
教
育
・
文
化
・

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
63
年
9
月
に
、
大
和
村

長
に
就
任
以
来
17
年
に
わ
た
り
在
職
し
、

多
方
面
に
わ
た
り
村
政
発
展
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
10
月
１
日
の
岩
瀬
町
・
真
壁

町
・
大
和
村
と
の
合
併
に
際
し
ま
し
て
は
、

合
併
協
議
会
の
副
会
長
の
職
に
あ
り
、
合

併
協
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
へ
の
情
熱
を

も
っ
て
「
桜
川
市
」
の
誕
生
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
川
市
の
発
足
時
に
は
、
桜
川

市
長
職
務
執
行
者
と
し
て
大
局
に
立
っ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
新
市
の

船
出
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
11
年
９
月
25
日
生
・
平
成
20
年
１
月
27
日
没

（
真
壁
町
上
小
幡
地
区
）

昭
和
24
年
１
月
８
日
生

（
桜
川
市
富
谷
地
区
）

昭
和
８
年
12
月
20
日
生

（
桜
川
市
本
木
地
区
）

　

７
月
23
日
の
桜
川
市
議
会
臨
時
会
で
、

（
故
）
平
間
小
四
郎
氏
、
中
田
裕
氏
、
飯

島
輝
信
氏
の
３
氏
が
、
桜
川
市
名
誉
市
民

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

名
誉
市
民
は
、
桜
川
市
の
産
業
、
経
済
、

教
育
、
文
化
そ
の
他
地
方
自
治
の
振
興
に

最
も
顕
著
な
貢
献
を
し
、
広
く
市
民
の
敬

仰
の
的
と
な
っ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し
、

贈
る
称
号
で
す
。

　

３
氏
に
は
、
９
月
27
日
（
日
）
の
桜
川

市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
で
、
顕
彰

状
と
記
念
章
が
贈
ら
れ
ま
す
。

名誉市民に
３氏が決定
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８
月
７
日
、
市
役
所
岩
瀬
庁
舎
の
市
議
会

議
場
を
会
場
に
、
市
内
11
の
小
学
校
６
年
生

16
人
が
参
加
し
た
「
桜
川
市
子
ど
も
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
議
会
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
市
政
の
仕
組
み
や
議
会
活
動
を

学
び
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
市
・
市
教
育
委
員
会
・
市

議
会
、
岩
瀬
・
常ひ

た
ち
や
ま
と

陸
大
和
・
真
壁
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
、
議
長
１
人
と
議

員
15
人
に
分
か
れ
、
市
議
会
と
同
じ
よ
う
に

議
会
を
進
め
、
市
長
は
じ
め
市
執
行
部
に
質

問
や
提
言
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
順
不
同
）。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
内
容

を
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
議
員
の
み
な
さ
ん

の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

小松﨑 市民生活部長 市塚 総務部長

中島 教育部長

潮田 市長公室長

根本 上下水道部長

梅井 教育長

飯田 建設部長

井上 副市長 大塚 市長

横田 経済部長 来栖 保健福祉部長

子ども議会開催子ども議会開催子ども議会開催子ども議会開催

会
議
の
議
長
を
つ
と
め

ま
す
、
坂
戸
小
学
校 

６
年 

石い
し
じ
ま島 

彩さ

わ羽
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

子ども議会を体験した 16 人の小学生と主催・共催者の皆さん
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特 集子 ど も 議 会 特 集子 ど も 議 会

中島 教育部長
　地域の皆さんや、保護者の皆さ
ん、今後学校に入学される小さなお子さんの保護者の
方、さらには学校の先生方と、一緒に考え、話し合っ
ていく ｢ 統合準備委員会 ｣ をつくり、皆さんに愛され、
大事にされる学校になるために、十分、話し合って決
めていきたいと思います。

井上 副市長
　桜川筑西インターチェンジの近
くには、企業や工場を誘致できる地域（長方準工業地
域）があり、市では平成 25 年 6 月にインターチェン
ジ周辺を整備する計画をつくり、企業や工場の誘致を
すすめてきました。これからも、企業誘致や工場誘致
を積極的に進めていきます。

　真壁小・紫尾小・桃山中が、
小中一貫校になると聞きました。
その場合、新たな学校の名前や
校歌は、どのようにして決めて
いくのか、教えてください。

　昔、桜川市は、石材産業でと
ても潤っていたという話を聞い
た事があります。桜川市に大き
な企業や工場を誘致する計画な
どはありますか。

飯田 建設部長
　今のところ計画はありませんが、河川改修事業や、
ため池改修事業、公園改修事業等を進めたとき、管理
道路や遊歩道など専用道路が出来る可能性もあります。
　まずは、ドライバーの注意を喚起するグリーンのカラー
舗装を引く事業を進め、安全を図りたいと考えています。

横田 経済部長
　農業を営む方が、美味しいお米・こだまスイカ・きゅ
うり・トマトなどたくさんの野菜などを作っています。地
元で採れた野菜や加工品を販売する場所を作り、働くひ
と・仕事になるレストランなど、間伐材を使った机や椅子、
環境にやさしい施設の設置について、検討していきます。

　自転車に乗って出かけるとき、
車や歩行者に接触しそうになっ
たときがあります。自転車専用
道路があると、安全に走行でき
ると思うのですが、そのような
計画がありますか。

　桜川市は自然がたくさんあり、
農業もさかんです。それを生か
して市内で採れた食材や間伐材
を使ったレストランを開いたら
観光客もたくさん訪れると思い
ますがいかがでしょうか。

根本 上下水道部長
　市町村の多くは、湖・川・ダムなどにためた水を利用し、
浄水場と言う水をきれいにする施設を通して水を配って
います。桜川市では、地下の水があるところまで、穴を
掘りくみ上げている水と、霞ヶ浦からの水を利用してい
ます。汚れやゴミを取り除いてから皆様へ配られます。

小松﨑 市民生活部長
　「桜川市地域防災計画」にその対策が示され、防災
知識の普及啓発・防災備蓄の推進・防災訓練の実施な
どを行っています。今年度は、土砂災害の発生が懸念
される地域内に雨量計を設置し、雨量観測情報をシス
テムで監視できるよう整備を進めています。

　プールの授業が始まり、その
時、プールに入ってくる多くの
水がどこからきているのか気に
なりました。僕たちが学校や家
で使っている桜川市の水はどこ
からきているのでしょうか。

　最近、竜巻・ゲリラ豪雨など
の異常気象のニュースをよく耳
にします。桜川市では、そのよ
うな異常気象に対してどのよう
な防災対策をしているのでしょ
うか。

飯田 建設部長
　3 種類の街路灯があり、商店街街路灯 655 基、道
路街路灯141基、防犯灯3,868基が設置されています。
　歩道の整備状況は、市道の約 3％になります。また、
道路除草作業は、市内の通学道路、幹線道路に対し、
年 2 回の割合で除草作業を行っています。

来栖 保健福祉部長
　茨城県と桜川市の医療状況を比較して見ると、病院の
施設数では、県の平均値を上回っていますが、医院数と
医師数は下回っています。市としては、中核病院、桜川
市立病院の建設問題に取り組み、医師の確保を図り、地
域で医療を支えていく体制を進めているところです。

　本校の通学路になっている大
松山には、歩道も街灯もありま
せん。市内の整備状況はどうなっ
ていますか。また、道路わきの
雑草の伸びのひどいところもあ
り、とても危険に思います。

　最近、桜川市の病院の数が減っ
てしまっているので、病気やけが
をしたときに心配になります。桜
川市の人口に対して、医者の数
や病院の数は足りているのでしょ
うか。

小松﨑 市民生活部長
　小・中学校で行う交通安全教室、高齢者への出前講
座、交通安全街頭キャンペーンにおける啓発や反射材
の配布、交通安全立哨時に指導できるよう、交通指導
員を育成し、道路交通法の改正ついての周知を行い、
自転車事故を減らしていきます。

市塚 総務部長
　学校施設等の跡地利用は、「公共
施設等総合管理計画」の調査結果と合わせ、学区内の
公共施設の利用状況、施設の老朽化の状況などを検討
し、地域の皆様と再利用について協議を行い、地域活
性化のために、跡地の有効活用が図れるように、今後
進めていきます。

　自転車の事故が増え、道路交
通法が改正されました。小学校
では、交通安全教室等を開いて
いますが、高校生や大人、特に
高齢者の人にも講習会を開いた
方がよいと思います。

　何年後かには、桜川市の小中
学校が合わさり、まとまった学
校ができると聞きました。使わ
れなくなった校舎などの再利用
について教えてください。

梅井 教育長
　小中一貫校では、小学校・中学校の枠を越えた活動
が、とてもやりやすくなります。授業、部活、あいさ
つ運動や学校行事など様々な活動で、小中一体となっ
て取り組むことができます。
　９年間を通して、皆さんの成長を、応援していきます。

大塚 市長
　桜川市観光協会で、ホームペー

ジやフェイスブックなどで桜川市の良さをＰＲし、た
くさんの人に桜川市を訪れてもらえるような活動を
行っています。地域の観光資源の良さを引き出して多
くの人に知ってもらい、桜川市に来てよかったと言わ
れるように努めていきます。

　真壁小・紫尾小・桃山中が、
小中一貫校になるのが、平成 30
年と聞きました。僕たちは、そ
の時に中学 3年生です。小中一
貫校とは、どのようなものなの
か教えてください。

　桜川市は、自然が豊かで、歴
史的な建造物も多く、食べ物も
おいしいと思います。桜川市の
魅力を対外的にアピールするた
めにどんな努力をしていますか。

小松﨑 市民生活部長
　医療福祉費支給制度の対象者は、

小児、妊産婦、ひとり親、重度心身障害者です。対象
者拡大には財政負担が必要となりますので、財源確保
が一番の課題となります。今後は、県内他市町村の状
況を踏まえ、財源確保も考慮に入れながら検討してい
きます。

　医療福祉費支給制度のおかげ
で助かると聞きました。高校生に
なって入院することになったらと
考えると不安です。高校３年生ま
で広げていただけないでしょうか。

潮田 市長公室長
　「デマンド型 乗合タクシー」という、安い料金で利用
できる乗合いタクシーを運行しています。市外へは、「筑
波山口 バスターミナル」までの運行だけとなっています。
現在、市民の皆様がより利用しやすいような交通システ
ムになるよう、公共交通の検討をはじめています。

中島 教育部長
　平成 26 年に、「桜川市立小中学校適正配置基本計画」
を作りました。11 の小学校を 4 校へ、5 つの中学校も
4 校へ統合する計画です。統合するかしないかも含め、
この計画について、地域の皆さんや、保護者の皆さん
と話し合いながら、充分に検討して進めていきます。

　公共交通機関が雨引地区には
ありません。昔は、鉄道やバス
も利用できたと聞きました。家
に車がなくても、出かけられる
公共交通機関の整備などの予定
はありますか。

　少子化が進み、多くの市町村
は合併しています。学校も例外
ではなく、合併が進んでいると
聞きます。今後、桜川市の小中
学校の合併は、どのように進ん
で行くのでしょうか。

岩瀬・常陸大和・真壁ライオンズクラブを代表して
渡
わた

邉
なべ

義
よし

光
みつ

会長から、石島彩羽議長に記念品が渡されました。

羽黒小

枝
え だ

 あかり 議員

南飯田小

深
ふ か

谷
や

 祥
しょう

希
き

 議員

真壁小

小
こ

髙
だ か

 真
ま な み

愛 議員

岩瀬小

仙
せ ん

波
ば

 千
ち

夏
な つ

 議員

大国小

宮
み や

本
も と

 弘
ひ ろ

樹
き

 議員

樺穂小

重
し げ

村
む ら

 文
ふ み

哉
や

 議員

岩瀬小

齋
さ い

藤
と う

 陽
よ う

一
い ち

郎
ろ う

 議員

真壁小

小
お

島
じ ま

 夕
ゆ

未
み

子
こ

 議員

猿田小

古
ふ る

木
き

 寿
じ ゅ

希
き

也
や

 議員

雨引小

尾
お

見
み

 茉
ま な

香
か

 議員

真壁小

小
お

嶋
じ ま

 光
こ う

星
せ い

 議員

谷貝小

須
す

藤
ど う

 万
ま

絢
ひ ろ

 議員

紫尾小

小
お

野
の

里
ざ と

 泉
い

吹
ぶ き

 議員

雨引小

安
あ

達
だ ち

 由
ゆ う

樹
き

 議員

坂戸小

鴨
か も

志
し

田
だ

 萌
も

瑛
え

 議員

4さくらがわ　2015.9.15 さくらがわ　2015.9.1
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『
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
』

　

資
源
ご
み
は
、
缶
（
ア
ル
ミ
・

ス
チ
ー
ル
）
や
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
古
紙
な
ど
に
分
別
し
て
、

収
集
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
容
易
に
潰
せ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
範
囲
で
潰
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
は
様
々
な
形
・
色

の
ビ
ン
が
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
ビ
ン
も
あ
り
ま
す
。
主
に

青
色
、
赤
、
白
な
ど
の
ビ
ン
は
リ

サ
イ
ク
ル
と
し
て
回
収
で
き
ま
せ

ん
。
不
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な

お
、
判
別
が

つ
か
な
い
場

合
は
、
収
集

の
業
者
が
分

別
し
ま
す
。

『
事
故
に
注
意
!!
』

　

ご
み
収
集
車
に
自
ら
の
手
で
、

ご
み
を
積
み
込
む
行
為
は
危
険
で

す
の
で
、
絶
対
に
止
め
て
く
だ
さ

い
。
万
一
、
巻
き
込
ま
れ
た
場
合

に
は
命
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
作
業
員
に
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
２
８
６
）

全世帯がきちんと指定袋でごみ
を出している集積所（本郷地区）

　

平
成
27
年
度
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
買
受
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ぜ
ひ
入
札
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
期
日
／
10
月
30
日
（
金
）

■
時
間
／
受
付
12
時
50
分
～
、
説

明
13
時
～
、
入
札
13
時
20
分
～

■
場
所
／
桜
川
市
役
所 

大
和
庁

舎
２
階 

第
５
会
議
室

『
指
定
袋
で
の
ご
み
出
し
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
』

　

桜
川
市
は
、
市
の
指
定
ご
み
袋

で
の
ご
み
出
し
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

▼
注
意
事
項

・ 

米
袋
、
肥
料
袋
、
段
ボ
ー
ル
・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
ご
み

を
出
さ
れ
る
と
、
中
が
確
認
で

き
な
い
た
め
、
不
燃
ご
み
の
混

入
や
、
発
火
性
の
あ
る
ス
プ
レ

ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
入
っ

て
い
た
場
合
、
収
集
車
内
で
の

火
災
な
ど
、
思
わ
ぬ
事
故
が
発

生
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

・ 

指
定
袋
以
外
の
袋
で
は
カ
ラ
ス

の
い
た
ず
ら
や
、
破
れ
や
す
い

袋
が
多
い
た
め
、
集
積
所
が
汚

れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

・ 

事
業
所
で
発
生
し
た
ご
み
は
集

積
所
に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

27 - 2

不
動
産
公
売
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

公売不動産

■
公
売
方
法
／
期
日
入
札

■
そ
の
他

・ 

公
売
は
、
事
情
に
よ
り
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

物
件
の
地
目
が
田
畑
で
あ
る
場

合
は
、
市
農
業
委
員
会
が
発
行

す
る
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

・ 

公
売
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
収

税
課
（
大
和
庁
舎
）、
総
合
窓

口
課
（
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
）
に

備
え
て
あ
り
ま
す
「
公
売
参
加

の
ご
案
内
」
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
売
と
は
、
市
税
（
国
保
税
を
含

む
）
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
不
動
産

を
入
札
に
よ
り
売
却
し
、
代
金
を
滞

納
税
に
充
当
す
る
も
の
で
す
。

売却区分
番号 所在地（桜川市内） 地目 地籍

（㎡）
見積価格

（円）
公売保証金

（円）

27 - 1 真壁町東山田 1904 番 1 
ほか 2 筆 田 1,894 1,800,000 円 180,000 円

27 - 2 坂本 556 番 1 
ほか 1 筆 田 2,835 1,200,000 円 120,000 円

27 - 3 東飯田 3245 番 畑 1,705 780,000 円 80,000 円

27 - 6 久原 232 番地 2 宅地
居宅

169.25
65.41 900,000 円 90,000 円

27 - 1

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎
０
２
９
６

-

58-

５
６
２
１
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）27 - 327 - 6

ご
み
の
出
し
方
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7月30日

厚
労
大
臣
表
彰
受
賞
を
大
塚
市
長
（
写
真
左
）

に
報
告
し
た
岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
渡

邉
義
光
会
長（
写
真
中
央
）と
恩お

ん

田だ

實み
の
るさ

ん（
写

真
右
）

石
を
つ
な
げ
て
陣
取
り
を
学
ぶ
小
学
生
た
ち

社
会
奉
仕
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
岩
瀬

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
渡わ

た

邉な
べ

義よ
し

光み
つ

会
長
）
が
、
第

51
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
で
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
献
血
運
動
に
42
年
間
参
加
。
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
立
て
看
板
の
設
置
や
チ

ラ
シ
の
配
布
を
実
施
す
る
な
ど
、長
年
に
わ
た
り
、

広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
献
血
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

渡
邉
会
長
は
、「
会
員
の
長
年
の
努
力
が
認
め

ら
れ
た
。
献
血
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
勢
の
地
域

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
伝
統
文
化
教

室
に
今
年
か
ら
囲
碁
教
室
が
加
わ
り
、
真
壁
囲
碁

部
の
齋さ

い

藤と
う

公こ
う

二じ

さ
ん
を
講
師
に
、
夏
休
み
囲
碁
こ

ど
も
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
生
の
ほ
と
ん
ど
は
初
心
者
の
小
学
生
た

ち
。
時
に
は
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
加
わ

り
、
ま
ず
は
、
一
番
小
さ
な
７
目
の
碁
盤
で
、
石

の
置
き
方
や
陣
取
り
の
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
陣
地
の
増
や
し
た
方
、
石
の

つ
な
げ
方
、
取
り
方
な
ど
を
す
ぐ
に
覚
え
、
考
え

る
力
や
集
中
力
も
ア
ッ
プ
。
真
剣
な
表
情
で
、
陣

を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
瀬
小
学
校
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
が
開
催
さ
れ
、
６
年
生
64
人
が
市
内
初
の
小
学

生
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
温
か
い
目
で
見
守
る
同
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
た
め
、
桜
川
市
認
知
症
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
と
桜
川
市
が
市
内
各
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
、初
め
て
小
学
生
を
対
象
に
実
施
。講
師
た

ち
は
、
認
知
症
の
方
が
い
る
家
庭
を
題
材
と
し
た

寸
劇
を
交
え
て
、
分
か
り
や
す
く
認
知
症
に
つ
い

て
説
明
。
受
講
し
た
児
童
た
ち
は
、「
認
知
症
の
特

徴
が
分
か
り
ま
し
た
」「
優
し
く
接
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

竹
蓋
年
男
さ
ん
か
ら
切
り
絵
の
コ
ツ
な
ど
を

教
わ
る
参
加
者
た
ち

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ
ト
ラ
ス
」で
、「
親

子
切
り
絵
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
夏
休
み
に
親
子
で
切
り
絵
を
体
験
す
る
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
通
し
て
、
絆
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
市
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
真
壁
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
竹た

け

蓋ふ
た

年と
し

男お

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
親
子
8

組
が
参
加
。
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
花
な
ど
の
作

品
を
作
り
ま
し
た
。

竹
蓋
さ
ん
が
切
り
絵
の
コ
ツ
に
つ
い
て
、「
カ
ッ

タ
ー
は
力
を
抜
い
て
引
く
」「
絵
の
中
心
か
ら
切
っ

て
い
く
」
な
ど
と
話
す
と
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
り
、
夢
中
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

認知症サポーターの証「オレンジリング」を腕に付けた岩瀬小学
校６年生と講師の皆さん

7月18日7月18日～8月23日

まちの話題

7月14日

岩
瀬
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

�

献
血
運
動
で
厚
労
大
臣
賞

夏
休
み

�

囲
碁
こ
ど
も
教
室
が
開
催

市
内
初�

岩
瀬
小
学
生
が

�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定

夏
休
み
に

�

親
子
で
切
り
絵
体
験
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検索萩原総合

日　時：9月26日（土） 9：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所

予約制となります。どなたでも無料でご相談いただけます。
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● ホテル新東
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ひらり ●
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●
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　下館駅南口

P
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無料法律相談会開催のお知らせ無料法律相談会開催のお知らせ
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寄
附
金

　

市
の
教
育
振
興
の
た
め
に
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
氏
名
／
廣ひ

ろ

瀬せ　

正ま
さ

夫お　

様

・
寄
付
金
／
５
０
０
万
円

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 9 月 28 日（月）
   9 時～ 12 時・13 時～ 16 時
■場所／市役所 岩瀬庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※ 次回／ 10 月 19 日（月）は、

市役所真壁庁舎で、「市民の日」
を開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」 お

知
ら
せ

平
成
28
年�

桜
川
市

「
は
た
ち
の
集
い
」
を
開
催

　

平
成
23
年
３
月
に
桜
川
市
内
の

中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
お
よ

び
対
象
者
で
本
年
９
月
１
日
現

在
、
桜
川
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
「
は
た
ち
の
集
い
」

の
案
内
状
を
11
月
に
送
付
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
９
月
１
日
以
降
に

桜
川
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
案

内
状
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
28
年
１
月
10
日

（
日
）
10
時
30
分
～
（
受
付
９
時

30
分
～
）

※
式
典
終
了
後
、
記
念
写
真
撮
影

が
あ
り
ま
す
。

■
会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
対
象
者
／
平
成
７
年
４
月
２
日

～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方

■
問
合
せ
・
連
絡
先
／
生
涯

学
習
課
（
☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

９
月
の
休
日
納
税
相
談
は
岩

瀬
庁
舎
で
行
い
ま
す

■
相
談
内
容
／
市
税
（
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
市
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）
の
納
税

相
談
お
よ
び
納
税

■
場
所
／
岩
瀬
庁
舎 
第
２
庁
舎 

２
階 

大
会
議
室

■
時
間
／
９
時
～
16
時

※
10
月
か
ら
は
、
通
常
ど
お
り
大

和
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
２
１
直

通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生
中
継
「
月
に
一

度
は　

い
ば
ら
ナ
イ
ト
」
が

や
っ
て
き
ま
す
！

　

ど
う
ぞ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
番
組
／
茨
城
ニ
ュ
ー
ス 

い
ば
６

■
日
時
／
９
月
９
日
（
水
）
18
時

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

10
分
か
ら

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
27
年�

国
勢
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　

今
回
の
国
勢
調
査
か
ら
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
９
月

中
旬
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
回
答
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が

な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
後
日
、
統

計
調
査
員
か
ら
配
布
さ
れ
る
調
査

票
に
よ
り
回
答
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
75-

３
１
１
１
・
58-

５
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
と

き
は
、
茨
城
県
屋
外
広
告
物

条
例
の
規
定
に
よ
る
許
可
が

必
要
で
す

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た

は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
、
屋
外

で
、
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
看
板
、
立
看
板
、
は
り

紙
、
は
り
札
、
広
告
塔
、
広
告
板
、

９
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
9
月
30
日（
水
）

国
民
健
康
保
険
税�

３
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

３
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

建
物
な
ど
に
掲
示
さ
れ
、
ま
た
は

表
示
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
い
い
ま

す
。

　

私
有
地
内
に
屋
外
広
告
物
を
設

置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則

と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課
（
☎

75-

３
１
１
１
・
58-

５
１
１
１

代
表
）●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公

証
週
間
」
で
す

　

法
務
省
の
支
援
の
下
、
全
国
一

斉
に
「
公
証
週
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
大
切
な
人
に
財
産
を
遺
す

に
は
、
公
正
証
書
で
遺
言
を
残
し

て
お
け
ば
安
心
で
す
。ご
相
談
は
、

無
料
で
す
。

■
問
合
先
／
下
館
公
証
役
場
（
☎

０
２
９
６-

24-

９
４
６
０
）

募
集

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川

「
榛
名
湖
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ
」

■
期
日
／
10
月
12
日（
月
・
祝
）（
荒

天
の
場
合
は
、
中
止
。
態
度
決
定

は
、
6
時
）

■
乗
車
場
所
・
出
発
時
間

・
真
壁
地
区
／
真
壁
庁
舎
、
７
時

・�

大
和
地
区
／
大
和
庁
舎
、
７
時

15
分

・�

岩
瀬
地
区
／
岩
瀬
中
央
公
民
館
、

７
時
30
分

＊
交
通
手
段
・
バ
ス

■
コ
ー
ス
／
群
馬
県
高
崎
市
榛
名

湖
周
辺

■
当
日
連
絡
先
／
（
☎
０
９
０

-

２
６
２
６-

１
７
８
４ 

鈴す
ず

木き

携
帯
）（
☎
０
９
０-

２
７
６
４-

９
６
９
７ 

金か
ね

子こ

携
帯
）

■
対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
の
健

康
に
自
信
の
あ
る
方（
小
学
生
は
、

保
護
者
同
伴
。
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
に
限
る
）

■
携
行
品
／
昼
食（
弁
当
）、水
筒
、

雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴
・
服
装

■
参
加
費
／
２，
０
０
０
円
（
保

険
代
を
含
む
）

■
募
集
人
員
／
先
着
１
５
０
名

■
募
集
期
間
／
9
月
15
日
（
火
）

～
18
日
（
金
）　

※
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
岩
瀬
体
育
館
、
大

和
中
央
公
民
館
ま
た
は
真
壁
体
育

館
で
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
申
込
時
に
参
加
費
納
入
、

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
返
金
不
可
）

■
問
合
先
／
桜
川
市
体
育
協
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
☎

０
２
９
６-

75-

６
６
０
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
介
護

施
設
な
ど
の
基
盤
整
備
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
事
業
所
を
整

備
・
運
営
す
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と

内
容
な
ど
（
市
内
全
域
）

■
事
業
所
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

上
の
要
件
／
法
令
で
定
め
る
基
準

を
満
た
し
遵
守
す
る
こ
と
。

■
応
募
手
順
（
事
前
協
議
）

○ 

事
前
協
議
申
込
書
の
提
出
→
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
で
内
容
の
審
査
→
事
前
協
議

対
象
者
を
選
定

○   

事
前
協
議
が
整
っ
た
ら
整
備
承

認
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
施
設

整
備
が
終
了
後
、
指
定
申
請
書

を
提
出
し
ま
す
。

■
事
前
協
議
申
込
期
間
／
９
月
１

日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護

保
険
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

家
族
介
護
者
交
流
会
の
開
催

　

ご
家
庭
で
高
齢
者
の
介
護
を
さ

れ
て
い
る
方
々
に
日
ご
ろ
の
悩
み

や
体
験
を
語
り
合
い
、
学
び
の
場

を
提
供
す
る
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
開
催
日
／
10
月
９
日
（
金
）

■
集
合
場
所
・
時
間
／
真
壁
福
祉

セ
ン
タ
ー
８
時
30
分
出
発
・
岩
瀬

福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
45
分
出
発

■
行
き
先
／
栃
木
県
日
光
市
方
面

■
参
加
費
用
／
１，
５
０
０
円
（
昼

食
・
入
館
料
・
保
険
代
含
）

※ 

た
だ
し
、
在
宅
で
家
族
介
護
し

て
い
る
方
が
対
象

■
募
集
人
員
／
30
名
（
先
着
順
）

※
参
加
者
10
名
以
下
の
場
合
、
中

止■
申
込
期
限
／
９
月
28
日
（
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
76-

１
３
５
７
）・
真
壁
支
部
（
☎

54-

２
３
６
１
）

サービスの種類 事業所数 定　員

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護 1 ‐

認知症対応型通所介護 1 12 人

看護小規模多機能型
居宅介護 1 ‐



Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

資格取得!資格取得!
少子・高齢化が進展する現在、資格者として
医療の分野で輝けるフィールドが大きく広
がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、
地域医療の最前線で活躍しています。社会人
の方々も、数多くチャレンジしています。

真壁医師会准看護学院
☎0296－22－7702

筑西市二木成827-1
（下館南中学校そば）

http:www.m-ishikai.com/gakuin/

募集要項
領布中
募集要項
領布中

入学相談・学院見学　随時受付中入学相談・学院見学　随時受付中

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

さくらがわ　2015.9.1 10さくらがわ　2015.9.111

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・ 

対
象
／
平
成
27
年
４
月
～
５
月

生
・
日
程
／
10
月
７
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
10
月
生

・
日
程
／
10
月
20
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
２
月
～
３
月
生

・
日
程
／
10
月
６
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
26
年
１
月
～
３
月
生

・
日
程
／
10
月
１
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

■
３
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
７
月
～
９
月
生

・
日
程
／
10
月
21
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
尿
容
器
（
採
尿
し

た
も
の
）

総
合
健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
10
月
７
日
（
水
）・
21

日
（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）
ま
た
は
真
壁
保
健
セ
ン

タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

成
人
健
康
診
査

■
住
民
健
診
／
30
歳
以
上
の
方

・ 

日
程
／
10
月
23
日
（
金
）・
26

日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

・ 

会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
真
壁
地
区
の
各
会
場

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11

時
・
13
時
30
分
～
14
時
30
分

・ 

内
容
／
特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
健
診
、
若
年
者
健
診
、

肺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診

※�

日
程
な
ど
詳
細
は
、「
平
成
27

年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

・ 

対
象
／
平
成
27
年
度
に
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳

に
な
る
女
性
の
方

※�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

・ 

日
程
／
10
月
14
日
（
水
）
～
16

日
（
金
）

・ 

会
場
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
14
日
）・
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
15
日
～
16
日
）

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分
・
13
時
30
分
～
14
時
30
分

心
の
健
康

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
10
月
19
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・ 

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
当
番
医
療
機
関

�

診
療
時
間（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

10
月
４
日
（
日
）

・ 

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

９
９
５
５

10
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

10
月
12
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・ 
連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-
８
０
８
８

　

き
ら
き
ら
健
康
講
座

も
っ
と
よ
く
知
る
認
知
症

～
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
～

・ 

日
時
／
12
月
９
日
（
水
）
13
時

30
分
～
15
時

・
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

講
師
／
阿
部
田
医
院　

阿あ

部べ

田た

聡さ
と
し

医
師

・ 

問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
）

10

10
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

10
月
25
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
で
は
９
月
を
「
認
知
症

を
知
る
月
間
」
と
し
て
、
認
知
症

に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

認
知
症
と
は
？

　

脳
に
何
ら
か
の
原
因
で
障
害
が

起
き
、
脳
の
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
で
、「
物
忘
れ
」
や
「
判
断
力

低
下
」
な
ど
、
日
常
生
活
が
う
ま

く
行
え
な
く
な
る
「
脳
の
病
気
」

で
す
。

認
知
症
の
主
な
症
状

・ 

記
憶
障
害
／
最
近
の
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
。
同
じ
質
問
を
繰

り
返
す
。

・ 

見
当
識
障
害
／
今
が
い
つ
な
の

か
、
こ
こ
が
ど
こ
な
の
か
分
か

ら
な
く
な
る
。　

・ 

判
断
力
低
下
／
真
夏
で
も
セ
ー

タ
ー
を
着
る
、
真
冬
で
も
薄
着

で
外
出
す
る
。

認
知
症
を
知
ら
せ
る
信
号

（
認
知
症
の
初
期
症
状
）

　

ご
家
族
が
気
づ
い
た
認
知
症
の

人
の
主
な
日
常
生
活
の
変
化
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・�

同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
、

聞
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

・�

物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ

た
。

・�

置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

以
前
は
あ
っ
た
関
心
や
興
味
が

失
わ
れ
た
。

・�

水
道
の
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
、
ガ

ス
の
火
の
消
し
忘
れ
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

・�

財
布
や
お
金
な
ど
を
「
盗
ま
れ

た
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
認
知
症
を
知

ら
せ
る
信
号
で
す
。
気
が
つ
い
た

ら
、
早
め
に
専
門
機
関
や
相
談
窓

口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

桜
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
９
６-

73-

４
５
１
１

直
通
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

　
「
つ
ど
い
」
は
認
知
症
の
人
と

家
族
が
日
頃
の
悩
み
や
不
安
を
話

し
合
う
場
で
す
。

◎
つ
く
ば
会
場（
つ
く
ば
市
役
所
）

・ 

日
時
／
毎
月
第
１
金
曜
日　

13
時
～
15
時

◎
水
戸
会
場
（
水
戸
合
同
庁
舎
）

・ 

日
時
／
毎
月
第
２
金
曜
日　

13
時
～
15
時

◎�

電
話
相
談
（
☎
０
２
９-

８
７
９-

０
０
１
８
）

・ 

日
時
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝

日
除
く
）
12
時
～
16
時

・ 

問
合
先
／
公
益
社
団
法
人�

認

知
症
の
人
と
家
族
の
会�

茨
城

県
支
部
（
☎
０
２
９-

８
７
９-

０
８
０
８
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

ご
家
族
を
温
か
く
見
守
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。
90
分
程
度
の
講
義
を

受
講
す
れ
ば
だ
れ
で
も
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
れ
ま
す
。
各
団
体
な
ど

で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

問
合
先
／
桜
川
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

73-

４
５
１
１
直
通
）

９
月
は
茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
で
す



介護のご相談は

居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・
通所リハビリテーション

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

桜
川
市
　

子
ど
も
会
球
技
大
会

ソフトボールドッジボール

準優勝「羽鳥竹の子子ども会」（真壁町羽鳥地区）

優勝「昴
すばる

」（真壁地区連合）

敢闘賞「鍬田子ども会」（鍬田地区）

第３位「飯塚子ども会」（真壁町飯塚地区）

優勝「鍬田子ども会」（鍬田地区）

準優勝「タートルべアーズ」（真壁町亀熊地区）

敢闘賞「元岩瀬子ども会」（岩瀬地区）

第３位「羽鳥竹の子子ども会」（真壁町羽鳥地区）

　

８
月
１
日
、
桜
川
市
総
合
運
動

公
園
で
、
桜
川
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
桜
川
市
子

ど
も
会
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

種
目
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
、
市
内
の
子
ど

も
会
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
６
チ
ー

ム
参
加
。
総
勢
１
７
８
人
の
選
手

が
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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〒300-4421 桜川市真壁町原方191-4
☎0296－23－9230

〒300-4513 筑西市中根94
本　　社

☎0296－52－2337

○粗　大　ゴ　ミ収集運搬業務
○事業系ごみ収集運搬業務
○一般廃棄物収集運搬業務

明野資源リサイクル㈱
真壁支店

　
「
桜
川
市
市
制
施
行
10
周
年
記

念
桜
川
市
民
祭
を
桜
川
市
民
の
団

結
力
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
結
集
し
て

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」。
桜
川
市

民
祭
実
行
委
員
会
で
、
実
行
委
員

長
で
あ
る
大
塚
市
長
の
挨
拶
に
熱

が
入
り
ま
す
。

　

今
年
、
桜
川
市
は
誕
生
し
て
10

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
9
月
27
日
（
日
）
に
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で

記
念
式
典
、
大
和
庁
舎
周
辺
で
市

民
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
祭
は
岩
瀬
地

区
と
真
壁
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
の

市
民
祭
開
催
後
の
反
省
会
に
お
い

て
、
両
実
行
委
員
会
の
市
民
の
皆

様
か
ら
「
桜
川
市
も
合
併
し
て
10

年
、
市
民
が
一
致
団
結
し
て
二
つ

の
市
民
祭
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
盛

大
に
市
民
み
ん
な
で
祝
お
う
」
と

い
う
声
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
瀬
・
大
和
・
真
壁

の
各
地
区
か
ら
実
行
委
員
を
募

り
、
平
成
26
年
度
末
か
ら
実
行
委

員
会
や
代
表
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
企

画
会
議
が
数
回
に
わ
た
り
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
駐
車
場
、
交
通
手
段
の
確
保

な
ど
協
議
は
多
岐
に
及
び
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
市
民
祭

は
実
施
形
態
が
異
な
り
ま
し
た
。

岩
瀬
地
区
で
は
「
ラ
ス
カ
」
の
施

設
を
会
場
と
し
て
、
ま
た
、
真
壁

地
区
で
は
交
通
規
制
を
実
施
し

商
店
街
を
会
場
と
し
て
き
ま
し

た
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
や

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
異
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
れ
ら
を
一
つ
に
し
、

更
に
10
周
年
な
ら
で
は
の
企
画
を

加
え
た
お
祭
り
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
二
つ
の
市
民
祭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
結
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

区
を
超
え
た
、
桜
川
市
民
の
た
め

の
お
祭
り
が
桜
川
市
民
の
手
に

よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
地
方
創
生
の
時
代
。

地
域
の
活
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
民
の
一
致
団
結
し
た
取
り

組
み
こ
そ
地
域
の
活
力
の
源
で

す
。
今
回
の
桜
川
市
民
祭
は
初
め

て
の
「
桜
川
市
民
の
お
祭
り
」
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
お

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

市民祭実行委員会で、企画や交通手段などを協議しました。

企
画
課
〈
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
〉

　
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
、
内
線
１
２
７
３
）

団

結

は

力

な

り

vol.33

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
若
者
に
出
会
い
の
機

会
を
提
供
す
る
た
め
の
結
婚
支
援

事
業
を
全
県
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
桜

川
市
民
祭
の
会
場
に
て
「
結
婚
な

ん
で
も
出
張
相
談
」を
行
い
ま
す
。

　

結
婚
希
望
者
だ
け
で
な
く
、
親

御
さ
ん
や
ご
友
人
な
ど
か
ら
の
結

婚
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対

応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
27
日
（
日
）、
９

時
～
15
時

■
場
所
／
桜
川
市
民
祭
会
場
（
大

和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
）

■
対
象
／
結
婚
希
望
者
や
そ
の

親
、
友
人
な
ど

■
相
談
料
／
無
料

■
問
合
先
／
企
画
課　

統
計
・
市

民
協
働
グ
ル
ー
プ
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

結
婚
な
ん
で
も

出
張
相
談

婚
活
情
報
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誠
実
に
、
忠
実
に
。

あ
な
た
の
側
で
、

そ
ば

犬の美容室犬の美容室

動物取扱番号：茨城県第1593号　取扱業種：保管　登録年月日：Ｈ25.7.10
登録有効期限：Ｈ30.7.9　動物取扱責任者：藤沼 夏美

Ｔ Ｅ Ｌ　070-5573-8735

定　休　日　火曜日
営業時間　10：00～18：30

〒300-4505　筑西市田宿506-8（旧明野町）

Ｌｉｌａ ＲｕｈｅＬｉｌａ Ｒｕｈｅ
～リーラ・ルーエ～～リーラ・ルーエ～

児童図書
雨ときどき曇り、そして晴れ	 おだねたみえ	作／やざわさわこ	絵
じゃがいもレストランへいらっしゃい	 小原麻由美	文／山中桃子	絵
おかめ列車	 いぬんこ	作
たぶん　ほんと	 間部香代	文／ナタリー・レテ	絵
よくわかるＬＥＤ・発光ダイオードのしくみ	 伊藤尚未	著

一般図書
子どもはみんな問題児。	 中川李枝子	著
糖尿病が自分で治せる１０１のワザ	 主婦の友社	発行
ゼロ戦と日本刀	 百田尚樹／渡部昇一	著
最後の藁（大活字本）	 夏樹静子	著
ゆうゆうクッキングシニアの元気おかず	 主婦の友社インフォス情報社	発行

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

ラプラスの魔女
東野圭吾	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

児童図書
ハーメルンのふえふき	 グリム	原作／いもとようこ	文絵
いろ　はじめての絵本たいむ	 いもとようこ	作／絵
アニメ版　釜石の“奇跡”いのちを守る授業	 NHKスペシャル取材班	作
きみの未来と夢が広がる！わくわく資格ブック①　仕事への道が広がる資格	 升川和雄	発行者
ネットいじめ　エスカレートしないために　学校のトラブル解決シリーズ６

ロビン・マッケカーン	作／上田勢子	訳／桑田木綿子	絵
一般図書

永い言い訳	 西川美和	著
ナイルパーチの女子会	 柚木麻子	著
大泉エッセイ　僕が綴った 16年	 大泉洋	著
ズルいくらい幸せな人がやっている　人生が思い通りになる ｢シンプル生活 ｣	 ワタナベ薫	著
イラストひと目でわかる　庭木の剪定　基本とコツ	 内田均	監修

【今月のお薦め本】児童図書
栄養素キャラクター図鑑	 田中明・蒲池桂子	監修
折り紙えほん	 髙野紀子	作
ジュニア記号の大事典	 太田幸夫	監修
ともだちはわに	 村上しいこ	作
犬のハナコのおいしゃさん	 今西乃子	文／浜田一男	写真

一般図書
戦国武器甲冑事典	 中西豪・大山格	監修
アイデアいっぱい！わくわく快適のら着	 農山漁村文化協会	編
室内植物があなたを救う	 ソン・キチョル著／パク・ソヨン訳
最新世界の犬種大図鑑	 藤田りか子	著
ナイルパーチの女子会	 柚木麻子	著

貸
出
期
間	

▼	

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間	

▼	

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日	

▼	

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先	

▼	

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

大和中央公民館

岩瀬中央公民館

BOOK REVIEW

【今月のお薦め本】

万次郎
地球を初めてめぐった日本人

岡崎ひでたか	作

理科好きな子に育つ
ふしぎのお話３６５

自然史学会連合	監修
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時間講師 大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしながら、

自分自身の成長に繋がるお仕事です。勤務地は
　岩瀬教室・笠間教室、面接は岩瀬教室にて行います。

まずは、お気軽にお電話下さい。

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１４：００～２１：００

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

子
燕
ら
横
並
び
し
て
口
を
開
け�

小
林
　
啓
治

夏
土
用
陶
器
の
狸
目
の
ま
る
く�
荻
原
　
勅
彦

鳶
職
人
の
赤
銅
の
腕
汗
滂
沱�

三
代
　
み
ち
よ

枝
豆
を
は
ぢ
き
口
に
す
う
ま
さ
か
な
　

�

入
山
　
ひ
ろ
子

人
の
世
の
鏡
な
り
け
り
七
変
化�

細
谷
　
充
女

朴
の
花
空
の
奥
な
る
空
を
み
る�

若
色
　
寿
美
女

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
色
濃
く
う
つ
る
日
々
草
　

�

金
田
　
と
う
女

水
芭
蕉
の
群
落
の
原
に
太
古
思
ふ�

斎
藤
　
み
よ

花
合
歓
や
風
は
空
よ
り
届
き
け
り�

渡
部
　
千
恵
子

つ
ば
く
ろ
や
峡
田
を
つ
な
ぐ
山
の
影
　

�

萩
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

大
の
字
が
や
が
て
く
の
字
の
昼
寝
の
子
　

�

海
老
沢
　
静
夫

朝
顔
に
目
覚
め
よ
き
朝
貰
ひ
け
り�

鈴
木
　
つ
ぎ

月
見
草
富
士
に
真
向
か
ふ
太
宰
の
忌�

宮
本
　
立
男

自
家
採
り
の
物
で
も
て
な
す
夏
料
理�

皆
川
　
一
女

油
照
欲
の
な
き
身
を
も
て
あ
ま
す�

海
老
沢
　
幸
子

ス
メ
タ
ナ
の
「
わ
が
祖
国
」
聴
く
原
爆
忌
　

�

吉
原
　
秀
子

梅
干
し
て
余
生
の
一
日
終
へ
に
け
り
　

�

鈴
木
　
ノ
ブ
子

朝
顔
や
朝
の
命
を
誇
り
を
り�

竹
林
　
て
る

朝
顔
や
方
丈
の
書
斎
覗
か
れ
り�

金
子
　
弘
毅

亡
き
友
の
愛
で
し
朝
顔
空
き
屋
敷�

今
井
　
繁
子

助
手
席
に
水
着
の
ま
ま
の
子
を
乗
せ
て
　

�

松
崎
　
い
ま

朝
顔
や
ド
リ
ル
ノ
ー
ト
は
開
け
し
ま
ま
　

�

君
島
　
真
理
子

一
瞬
に
噴
き
出
す
汗
や
大
相
撲�

大
関
　
く
に

夏
に
入
る
二
の
腕
に
あ
る
齢
か
な�

宮
本
　
芳
江

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ペ
コ
と
鳴
ら
す
子
夏
真
昼
　

�

笠
倉
　
陽
子

泣
き
虫
を
連
れ
て
っ
て
や
る
夏
休
み�

泉
　
健
作

捩
花
の
螺
旋
階
段
雨
あ
が
る�

吉
原
　
京
子

父
の
日
の
子
に
も
白
髪
の
筋
ひ
か
る�
飯
山
　
昭

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

庭
先
の
茄
子
や
き
う
り
の
実
の
育
ち
今
日
か
明
日
か

と
葉
陰
を
の
ぞ
く�

泉
　
三
郎

茎
細
き
雀
の
鉄
砲
く
ち
に
吹
く
小
さ
き
音
を
風
の
さ

ら
へ
り�

瀧
井
　
幸
子

雨
上
り
庭
に
い
ず
れ
ば
遥
か
な
る
轍わ

だ
ち

の
音
が
郷
愁
を

呼
ぶ�

飯
田
　
良
江

花
材
な
り
し
真
紅
の
あ
じ
さ
い
根
付
き
た
り
三
年
過

ぎ
て
三
つ
咲
き
初
む�

石
田
　
守
子

こ
の
鉢
の
主
は
誰
れ
か
と
草
引
く
に
生
き
て
ゐ
た
ぞ

と
残
る
ヒ
メ
シ
ヤ
が�

広
沢
　
日
出
子

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
息
子
へ
と
渡
し
た
り
柱
に
く
っ

き
り
せ
い
く
ら
べ
の
跡�

浜
野
和
　
操

忽
然
と
逝
き
し
歌
友
の
ひ
と
り
な
ら
ず
夕
べ
瞬し

ば
た

く
老

い
し
眼ま

な
こ

は�

小
林
　
美
瑳
子

ど
し
や
ぶ
り
の
雨
に
う
た
れ
て
重
た
げ
に
柏
葉
あ
じ

さ
い
背
戸
に
咲
き
た
り�

渡
辺
　
し
な
子

巣
立
ち
行
く
つ
ば
め
家
族
よ
来
春
も
無
事
に
帰
れ
と

軒
場
に
祈
る�

山
田
　
し
げ
の

本
堂
に
て
ご
本
尊
と
目
を
合
わ
し
た
り
目
は
空く

う

を
つ

き
わ
れ
を
み
す
か
す�

榎
戸
　
正
江

朝
日
さ
す
茶
の
間
の
座
椅
子
に
腰
を
す
え
筑
波
嶺
眺

め
刻と

き

過
ぎ
ゆ
く�

大
関
　
に
ち
子

梅
を
干
す
役
目
任
さ
れ
三
日
間
雲
の
流
れ
に
語
り
か

け
つ
つ�

萩
原
　
き
し
の

子
ら
の
蹴
り
し
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
逃
げ
て
ゆ
く
勢

ひ
て
出
し
た
る
わ
が
足
も
と
を�

古
賀
　
澄

静
け
さ
を
願
は
ざ
る
夜
は
な
き
も
の
を
今
宵
は
初
夏

の
嵐
吹
き
を
り�

鈴
木
　
英
雄

里
山
の
小
径
に
零
れ
る
え
ご
の
花
そ
の
真
白
き
に
踏

む
を
た
め
ら
う�

大
久
保
　
富
美
江

【
一
般
投
稿
】

亡
き
姑
に
勝
れ
る
も
の
は
何
も
な
く「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
受
け
継
ぐ
日
々�

柴
　
せ
つ
こ
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この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　8月１日現在

【 男 】　　22,014�人� （ー 16）
【 女 】　　22,525�人� （ー 20）
【 計 】　　44,539�人� （ー 36）
【世帯】　　15,243�世帯� （＋ 8）
� （　　）は対前月増減

　7月 23日～ 26日、約 400 年の歴史を持つ真壁祇

園祭が開催され、真壁の伝統的な町並みの中を、華や

かに飾られた 4台の山
だ

車
し

が、威勢の良い若衆たちに曳
ひ

かれ、勇壮に練り歩きました。

　山車は、真壁町内の高上町・仲町・新宿町・上宿町の

4台で、写真は高上町。高上町は、今年の山車運行を取り

まとめる若衆当番町で、この役割は輪番制になっています。

【 表　紙 】

広
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く
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N

o
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3
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ホ
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発
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：
桜

川
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２
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編
集
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市

長
公

室
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書
広

報
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人 口 と 世 帯

　

夏
に
な
る
と
、
園
内
に

設
置
さ
れ
た
プ
ー
ル
で
あ

そ
び
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
は
水
を
か

け
合
っ
た
り
、
水
鉄
砲
や

お
も
ち
ゃ
の
魚
を
探
し
た

り
と
お
水
が
大
好
き
で

す
。

　

プ
ー
ル
に
は
す
べ
り
台

が
つ
い
て
い
る
の
で
子
ど

も
達
は
い
つ
も
大
喜
び
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
の
日
差
し
を
た
っ
ぷ
り

浴
び
て
、
こ
ん
が
り
と
日

焼
け
し
た
子
ど
も
達
、
夏

の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

た
の
し
い
プ
ー
ル
あ
そ
び

星の宮幼保園
くじら組

年長さんご紹介

　

桜
川
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念

式
典
と
桜
川
市
民
祭
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
市
民
祭
は
、「
市
民

祭
in
い
わ
せ
」
と
「
市
民
祭
in
ま

か
べ
」
を
一
会
場
合
同
で
開
催
し

ま
す
。

　

記
念
式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
市
民
祭
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
27
日
（
日
）、
９

時
～
15
時 

※
雨
天
決
行

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
「
シ
ト
ラ
ス
」、
市
役
所
大
和

庁
舎
駐
車
場
、
大
和
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

■
催
事
内
容

▽
記
念
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
の
民
族
舞

踊
、
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

▽
市
民
祭
／
行
政
Ｐ
Ｒ
、商
工
祭
、

健
康
ま
つ
り
、
そ
ば
ま
つ
り
、
世

界
み
か
げ
石
引
き
選
手
権
大
会
、

桜
川
の
サ
ク
ラ
姫
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

■
駐
車
場
／
会
場
周
辺
に
は
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
方
面
か
ら

会
場
ま
で
、
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

・
各
バ
ス
乗
降
所
／
岩
瀬
中
央
公

民
館
（
岩
瀬
庁
舎
）、
台
山
高

森
工
業
団
地
、
真
壁
庁
舎
、
市

営
高
上
町
駐
車
場

■
詳
細
／
９
月
１
日
の
区
長
宛
文

書
で
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 
交
通
規
制

▽
日
時
／
９
月
27
日
（
日
）、
８

時
30
分
～
15
時
30
分

▽
場
所

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）・
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
・

市
民
祭　

９
月
27
日
開
催

桜川市役所
大和庁舎

真壁石材
センター

桜川消防署
大和分署

グラウンド
大和
中学校

大和ふれあい
センター
「シトラス」

市民祭会場

市民祭会場

記念式典
会場

一方通行区間凡
例 標識設置場所

車両進入禁止区間
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